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         東京都知事 一 

 

 

 

 

東京を世界一のエネルギー先進都市に 
 

 

下水道は、安全、安心なまちと快適でうるおいある水環境を創り出すために、

都市に欠かすことのできない役割を果たしています。１９６４年東京オリンピ

ックの時には「下水道は文化のバロメーター」と言われ、下水道の普及を急い

だ時期を経て、今や下水道網が完備され、下水の処理も見事に行われ、処理水

が都市の失われた清流を復活させるまでになりました。 

 東京には、下水道をはじめ膨大な都市インフラが集積し、東京に住み、ある

いは訪れ、働く誰もがこうしたインフラを利用して、幅広く活発な活動を展開

しています。こうした都市活動の基礎に大量のエネルギーがあることは言を俟

ちません。エネルギーの確保と安定的な供給は都民生活の向上と都市の発展を

支える重要なものであり、都市はエネルギーの利用で、より豊かで利便性の高

いものに成長してきました。 

特に、日本の社会経済活動の中心である東京は、都市を活動させるエネルギ

ーの大消費地でもあり、実効性あるエネルギー対策を着実に推進する責務があ

ります。私たちは、電力・エネルギーの供給を他県に大きく依存していること

を深く認識しつつ、都市のエネルギー活用の高度化、最適化を図っていかなけ

ればなりません。 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

内村鑑三は１９１１年、「富は有利化されたるエネルギー（力）であります。

しかしてエネルギーは太陽の光線にもあります。海の波涛にもあります、吹く

風にもあります、噴火する火山にもあります。もしこれを利用するを得ますれ

ばこれらはみなことごとく富源であります。」と語りました。 

明治の先人が着目したエネルギーの意義に思いを致し、下水道事業の処理プ

ロセスにおいて行われているように、都民の生み出すエネルギーを活用する観

点も持ちつつ、世界一のエネルギー先進都市東京を形づくってまいります。 

 首都東京は、日本の成長と発展の起点となるべき都市であり、東京を世界一

の都市とし、日本のみならず世界の大都市のモデルとなるために、あらゆる分

野においてリーダーシップを発揮していかなければなりません。 

 さらに、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックは、エネルギーに関

しても世界一を目指す東京の取組を世界に発信する絶好の機会です。 

今般策定した下水道事業のエネルギー基本計画「スマートプラン２０１４」

は、その取組の第一歩であり、エネルギー対策の範となっていく東京の決意を

示すものでもあります。 

都民の皆さまをはじめ多くの方々と連携し、東京を世界一の都市としてまい

ります。 

 

平成 26年 6月 

 



 

 
 

 

 

 

スマートプラン２０１４の策定について 
 

 

 東京都下水道局長       

松 浦 將 行 
 
 
 

 
 

 東京の下水道は、明治１７年の神田下水敷設から今年度で１３０年を迎えま

す。平成６年度に区部において１００％普及を達成し、多摩地域も平成２２年

度には９９％普及に至りました。 

 下水道の役割は、生活環境の改善、浸水防止、公共用水域の水質保全という

基本的なものから出発し、都市が発展を続けることに伴い、より安全、安心な

都市や快適な水環境の実現を目指して、浸水対策や震災対策、下水の高度処理

や合流式下水道の改善など、より多様化、高度化しています。 

 なかでも、持続可能な都市をつくる視点から見ると、下水を処理する過程で

電力、燃料など大量のエネルギーを消費していることから、エネルギー問題や

温室効果ガスは重要な課題となっています。 

下水道局は、かねてから地球温暖化対策のために技術開発に努めるとともに、

維持管理上の工夫を凝らしてきました。例えば、これまで下水道局が編み出し

てきた水のリサイクルや下水汚泥の熱量に着目した発電などは、いずれもこう

した視点から一貫して取り組んできたものです。 

さらに、東日本大震災後の電力危機でエネルギー問題の重要性が一層増した

現在、省エネルギー、創エネルギーの取組は、規模の大小を問わず全国の下水

道事業者にとって喫緊のテーマとなっています。 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とりわけ、エネルギーを大量に消費して都市活動を展開している大都市東京

で、その電力の１％相当を使用する下水道事業の責務は大きいものがあります。 

同時に、最近の電気料金などエネルギーコストの動向が下水道事業の経営に

与える影響も大きくなっています。 

こうしたことから、下水道局では、「下水道事業におけるエネルギー基本計画 

スマートプラン２０１４」を策定し、これまでの省エネルギー、創エネルギー

の取組をさらに加速し、進化させることとしました。 

このプランでは、これまで培ってきた維持管理のノウハウやこれから導入す

る技術開発の先駆的な成果を余すところなく盛り込んで取組方策を構築し、具

体的なスケジュールを計画しています。 

欧米の手法を導入して始まった東京の下水道技術は、都市化の進展に起因す

る幾多の困難な課題を解決する過程で着々と水準を高め、今や世界各国に技術

を輸出するに至りました。下水道局はエネルギー問題の解決にあたっても、こ

れまで培ってきた「現場力」「技術力」「組織力」を存分に発揮し、この「スマ

ートプラン２０１４」の達成に取り組んでまいります。 

都民の皆さまをはじめ、関係各位のご理解とご支援をお願いいたします。 

 

平成 26年 6月 
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